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　『アリストテレス協会紀要』は、１８８０年にロ
ンドンで創設された哲学会「アリストテレス
協会」の研究雑誌であり、旧シリーズ３巻
（１８８８/９１-１８９５/９６）、新シリーズ１０３巻（１９００/
 ０１-２００３）、および補遺７７巻（１９１８-２００３）が再
版され、本学に所蔵されるようになった。同
協会は、現在も活発に活動しており、継続し
て雑誌を年３回（９月、１２月、３月）、補遺を
年１回（６月）発行している。
　「アリストテレス協会」は、イギリスに
おける哲学の最も重要な学会の一つである
ばかりか、国際的にも大きな影響力をもっ
ている。今日にいたるまで、ラッセル（B. 
Russel）、ムーア（G. E. Moore）、ホワイト
ヘッド（A. N. Whitehead）、ロス（W. D. Ross）、
ライル（G. Ryle）、エアー（A. J. Ayer）、オー
スティン（J. L. Austin）、ポパ （ーK. Popper）、
ハート（H. L. A. Hart）、バーリン（I. Berlin）
ら、その名を歴史に留める人々が会長職を務
め、数多くの有力な哲学者たちが、そのつど
最前線のさまざまな研究を発表し、議論を重
ねてきた。
　しかし、なぜ協会名に古代ギリシアの哲学
者「アリストテレス」の名前なのか？ １９２９
年、第５０回会期を終えるにあたって、会の形
成期に幹事役を務めていたウィルドン・カー
（H. Wildon Carr，１８５７-１９３１）が、「アリスト
テレス協会」の半世紀の仕事を回顧して、自
分たちの立場と見解を確認している。その貴
重な報告は『紀要』の新シリーズ第２９号に掲
載されているが、それによれば、１８８０年４月
１９日に協会設立のための会合が、ロンドンの
ブルームズベリー・スクエア１７番地で開か
れ、出席者は５名、会の発案者は化学者のセ
ニアー（Alfred Senier）であった。そして今
後は女性を含む２０名程度の会員で隔週月曜日
に会を開くことなどが決定され、二週間後に
予定通り、設立された協会の初会合が開かれ
た。
　最初のテーマは「哲学とは何か」であり、
討論者は医師のバーンズ ＝ギブ ソン
（J.Burns-Gibson）であったが、それに先だっ
て、会の名称と会長選出の件について話し合
われた。どちらの案件もバーンズ＝ギブソン
の提案によって解決されたが、医師の彼は、
哲学ではヘーゲル派であった。会の名称の考
案にあたって彼の念頭にあったのは、「哲学
的」という用語がイギリスでは気象器具にま
で使われるという、その乱用ぶりをこきおろ
していたヘーゲルであった。１９世紀は近代科
学が哲学から独立していった時代であり、気
象器具はもはや哲学の対象ではなかったので
ある。
　哲学は思索的なものであり、会もそのよう
な哲学を志していたので、哲学の思索性を
はっきりと打ち出す名前が求められた。こう
して、哲学史における代表的な哲学者「アリ
ストテレス」の名前が採用されることになっ
たのである。当時、世界的に著名なイギリス
の哲学者スペンサー（Herbert Spencer，
１８２０-１９０３）に対して、「アリストテレス協
会」が関わりをもたなかったのも、会のこの
ような性格による。思索的な問題こそ哲学の
本領であり、哲学は哲学の歴史から切り離す
ことができない、と考えていた「アリストテ
レス協会」からすれば、スペンサーは「独断
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的な科学精神」の代表者と見られたのであ
る。会の初代会長にはオックスフォード出身
の哲学者ホジソン（S. H. Hodgson）が招かれ
ることになった。
　こうした経緯からわかるように、「アリス
トテレス協会」は、特にアリストテレスを研
究する学会でもなければ、アリストテレス主
義を信奉する学会でもなくて、もっぱら哲学
の体系的な研究のための学会にほかならな
い。ウィルドン・カーによれば、「アリスト
テレス協会」の理想は、哲学をアカデミック
な学問としてではなく、まさに「人間の思考
の物語」（the story of human thinking）とし
て研究することであり、「協会」はその歴史
を通じて、この理想から一度も「ぶれた」こ
とはなかったという。
　また、会員になる唯一の条件は、「哲学へ
の本物の関心」であり、問題への理解力さえ
あれば、他の資格はいっさい求められない。
事実、会員には宗教的、社会的、政治的関心
の異なる人たち、また哲学における最も対立
的な原理の代表者たちが含まれていた。こう
して「アリストテレス協会」はどこかの大学
を拠点とすることなく活動を続け、現代にお
ける哲学の一つの重要な可能性を追求するこ
とになった。それは、大学の外での、哲学愛
好にとどまらない、本格的な哲学研究の可能
性である。
　哲学は必ずしも時代とともに進歩する学問
ではない。哲学にとって大切なのは、何らか
の解決よりも、むしろ哲学的な問題をめぐる
対話と議論の深まりである。『アリストテレ
ス協会紀要』は、こうした対話と議論の記録
であり、今後も哲学に関心をもつ人々に、研
究と思索のための豊かな糧を提供してくれる
だろう。
